
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第

一
號

昭
和
六
十
三
年
十
二
月

華
厳

に
お
け
る

「十
義
門
」
説

に

つ
い
て

-

特

に
法
蔵
を
中
心
と
し
て
-

池

要

初
め
に
、
こ
こ
で
問
題
と
す
る

「
十
義
門
」
と
は
、
華
厳
数
字
で
説

く
法
界
縁
起

の
体
事
と
し
て
十
玄
門

の
各

々
に
具
わ
る
と
さ
れ
る
教
義

等
の
十
対
二
十
句

の
十
義
を
言
う
。
こ
の
十

義

は
、
智
撮

(六
〇
二
-

六
六
八
)
の

『(捜
玄
記
』
に
初

出

し
、
法
蔵

(六
四
三
丁

七
(
二
)

へ
と

承
け
継
が
れ
て
行
く

の
で
あ
る
が
、
そ

の
間
、
幾
度
か
名
称
及
び
順
序

等
が
変
更
さ
れ
、
法
蔵
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
小
論

に
お
い
て
は
、
法
蔵
を
中
心
と
し
て
十
義
門
成
立
の
経
緯

の
一
端
を
、

宗
趣

の
問
題
と
合
わ
せ
て
考
え
て
行
き
た
い
。

ま
ず
、

法
蔵

の
師
智
撮
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
見
て
行
き
た
い
。

智
綴
は

『
捜
玄
記
』
に
お
い
て
、
『華
厳
経
』
の
義
理
内
容
を
十
玄
門
を

も

っ
て
明

か
し
て
い
る
が
、
そ

の
十
玄
門
の

一
々
に
教
義

・
理
事

・
解

行

・
因
果

・
人
法

・
分
斉
境
位

・
師
弟
法
智

・
主
伴
依
正

・
逆
順
体
用

自
在

・
随
生
根
欲
示
現

の
十
(義
が
具
足
す
る
こ
と
を
説

い

て

い

る
。

(大
正
三
五
・
一
五
b
)
そ

し

て

「此
等
十
門
相
応
無
レ
有
二
前
後

一
也
」

(同
)
と
明
か
し
て
い
る
。

こ
の
十
義
門

の
中
、
前
五
門
は
主
と
し

て

理
論
的
意
味
合
い
が
強
く
、
後
五
門
は
実
践
的
内
容
を
持

っ
た
も

の
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
捜
玄
記
』
で
は

『華
厳
経
』
の
経
意
を
明

か
す

の
に
、
十
玄
門
よ
り
も
十
義
門
を
重
視
し
て
お
り
、
更
に
十
義
門

の
中

で
も
理
論
的
意
味
合
い
の
強
い
前
五
門
を
十
門

に
聞
い
て
説
い
て
い
る

(1
)

処
に
特
色
が
あ
る
。
智
撮
の
こ
の
よ
う
な
見
解

は
、
『
孔

目

章
』
に
お

い
て
も
見
受
け
ら
れ
る
。
即
ち
、

初
会
十
門
料
簡
一
部
経
意
者
。
初
会
如
是
我
聞
首
料
簡
下
文
所
目
之
義
。
約

有
十
門
。
謂
人
及
法
理
事
義
文
解
行
因
果
。
(大
正
四
五
・
五
三
六
c
)

と
あ
る
よ
う
に
、
人
法

・
理
事

・
義
文

(教
義
)
・
解
行

・
因
果

の
五
対

十
門
を
も

っ
て
経
意
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
っ

こ
の
よ
う
な
点
を
念
頭
に
お
い
て
、
次
に
智
假
の
宗
趣
説
と

の
関
連

(
2
)

を
考
え
て
み
た
い
。
師
は

『
捜
玄
記
』
の
中
で
、
『
華

厳

経
』

の
宗
(趣

を
総
別
二
門
に
分
か

っ
て
論
じ
て
い
る
が
、

こ
の
中
、
別
門
の
宗
趣
と

し
て
教
義

・
(境
行

・
理
事

・
因
果

の
四
対
を
上
げ

て

い
る
。
(大
正
三

五
・
一
四
c
)
こ
の
四
対
に
お
い
て
、
境
行
は
解
行
の
意

に
近
く
、
他
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三
対
は
十
義
門
に
も
そ
の
名
称
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

宗
趣
と
い
う
も
の
が

一
経
典
の
思
想
的
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
智
侮
の
宗
趣
と
し
て
の
四
対
が
十
義
門
の
前
五
門
に

取
り
入
れ

ら
れ
、
さ
ら
に
よ
り
実
践
的
性
格
を
帯
び
て
十
義
門
と
し
て

語
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
『
一
乗
十
玄
門
』
に
つ
い
て
は
、
古
来
様

々
な
問
題
を
有

す

(3
)

る
書
物
な

の
で
、
小
論
で
は
割
愛
す
る
が
、
少
な
く
と
も
十
義
門
の
名

称

・
内
容

に
関
し
て
は

『
捜
玄
記
』
等
と
同
義
で
あ
る
よ

う

に
思

え

る
。
し
か
し
、
十
義
門
自
体

の
扱
い
が
か
な
り
異
な
る
よ

う

に
思

わ

れ
、
『
一
乗
十
玄
門
』
の
説
を
も

っ
て
智
撮
の
十
義
門
説
と
考
え

る

に

は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
智
綴
の
見
解
は
、
法
蔵

へ
承
け
継
が
れ
て
行
く
。
法
蔵

は

『
五
教
章
』
「義
理
分
斉
」
に
、
十
玄
縁
起
を
立
義
門
と
解
釈

門

の

二
門
に
分
か

っ
て
論
じ
て
い
る
が
、
前
老
で
十
義
門
を
後
者
で
十
玄
門

を
説
い
て

い
る
。
(大
正
四
五
.
五
〇
四
c
-
五
〇
五
、
)
そ
し
て

十
義
門

に
つ
い
て
、
智
撮
と
同
様

の
解
釈
を
示
し
、
教
義
等
の
十
義
が

「
皆
各

総
摂
二
一
切
法
殉
成
二無
尽
一也
」
(同
)
と
明
か
し
て
い
る
。

ま
た
、
『華

厳
経
文
義
綱
目
』
に
も
、

こ
れ
と
同
じ
見
解
が
認
め
ら
れ
る
。
(大
正
三

五
・
五
〇

一
b
)
こ
の
両
書

に
見
ら
れ
る
十
義
門
説

は
、
『捜
玄
記
』
等

と
此
べ
る
と
、
順
序
に
変
更
は
あ

っ
て
竜
、
名
称
自
体

の
変
更
は
無
き

に
等
し
い
。

ま
た
内
容
に
関
し
て
は
、
『
五
教
章
』
で
は
説
明
が
非
常

に
簡
素
で
あ
り
、
『文
義
綱
目
』
に
至

っ
て
は
全
く

説
明
が
為
さ
れ
て

お
ら
ず
、

お
そ
ら
く
智
撮
の
解
釈
を
そ
の
ま
ま
承
け
て
い
た
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。

法
蔵

の
十
義
門
が
、
智
撮
の
そ
れ
は
比
べ
て
大
き
く
変

容

す

る

の

は
、
『
華
厳
経
旨
帰
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
即
ち
、
「
顕
経
義
」
第
七
に

所
標

の
法
を
明
か
す
の
に
、
教
義

・
理
事

・
(境
智

・
行
位

・
因
果

・
依

正

・
体
用

・
人
法

・
逆
順

・
応
感
の
十
対
を
も

っ
て
し
て
お
り
、
そ
の

一
々
に
も
説
明
を
加
え
、

然
此
十
対
同
時
相
応
。
成

一
縁
起
無
磯
錯
融
。
随
有

一
処
具
一
切
。
是
此
経

中
所
具
之
法
。
(大
正
四
五
・
五
九
四
a
)

と
結
ん
で
い
る
。

こ
れ
を

『
五
教
章
』
等
の
十
義
門
と
比
較
す
る
と
、

解
行
を
境
智
に
改
め
、
逆
順
体
用
自
在
を
逆
順
と
体
用
と
に
分
か
ち
、

さ
ら
に
体
用
に
師
弟
法
智
を
摂
め
て
い
る
。
ま

た
主
伴
依

正

を

依

正

に
、
随
生
根
欲
示
現
を
応
感
に
改
め
る
な
ど
、

名
称

・
順
序
共
に
大
幅

(
4
)

に
変
更
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
整
備
さ
れ
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
説
く
十
義
門
説
は
、
そ
の
ま
ま

『探
玄
記
』

へ
と
承
け
継
が
れ
て
い

る
。
即
ち
、
巻
第

一
「
義
理
分
斉
」
に
お
い
て
、
十
玄
門

の
い
ず
れ
に

も
教
義
等

の
十
義
が
具
足
す
る
こ
と
を
、
蓮
華

の
一
葉

の
喩
え
を
も

っ

て
示
す
な
ど
、
さ
ら
に
具
体
化
し
て
説
い
て
い

る
。
(大
正
三
五
.
一
二

三
a
-
b
)

こ
の
よ
う
な
十
義
門
の
整
備
は
、
十
玄
門
が
幾
度
が
名
称
及
び
そ

の

意
義
を
変
更
し
て
い
る
の
と
相
応
し
て
為
さ
れ
て
お
り
、
法
蔵
が
教
学

の
体
系
化

に
如
何
に
腐
心
し
て
い
た
か
、
そ

の

一
端
を
示
す
も
の
と
言

華
厳
に
お
け
る

「
十
義
門
」
説
に

つ
い
て

(
池
)
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華
厳

に
お
け
る

「
十
義
門
」
説

に
つ
い
て

(池
)

え
よ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
法
蔵
の
十
義
門
説
は
、
智
撮
の
説
に

比
べ
て
確

か
に
整
備
さ
れ
体
系
付
け
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
説
く
処

は
大
義
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
特

に
教
義
等

の
十
義
が
、
同
時
に
相
応
し
て
無
尽
の
縁
起
を
成
ず
と
説
く

処
な
ど
は
、
智
綴
以
来
、

一
貫
し
て
説
か
れ
て
き
た
も
の
で
、
法
蔵
も

こ
の
点
を
忠
実
に
踏
ま
え
て
い
る
。
法
蔵
の
教
学
は
智
假
教
学
の
整
備

体
系
化
に
あ

っ
た
と
は
よ
く
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
も

そ
の
軌
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
次
に
、
法
蔵
の
十
義
門
説
と
宗
趣
説
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
『華
厳
経
』
に
関
す
る
法
蔵
の
宗
趣
説
は
、
『
文
義
綱
目
』

と

『
探
玄
記
』
に
見
ら
れ
る
。
宗
趣
を
総
別
二
門
に
分
け
て
説
く
の
は

智
と
同
じ
立
場
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
別
門
で
明
か

す
宗
趣
説

に
つ
い
て
で
あ
る
。
即
ち
、
『文
義
綱
目
』
に
お
い
て
は
、
別

門

の
宗
趣

に
五
対
十
句
あ
り
と
し
て
、
境
行

・
理
事

・
教
義

・
因
果

・

人
法
を
上
げ
て
い
る
。
(大
正
三
五

.
四
九
五
b
)
こ
れ
は
(智
撮

の
説
く

四
対
に
人
法
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
人
法
も

『
探
玄

記
』
に
お
い
て
は
宗
趣
説
よ
り
削
ら
れ
て
い
る
。

『
探
玄
記
』
で

は
、

別
門
の
宗
趣
と
し
て
教
義

・
理
事

・
境
智

・
行
位

・
因
果
の
十
事
五
対

を
上
げ
て
い
る
。
(大
正
三
五
.
一
二
〇
b
)
『
文
義
綱
目
』
で
の
五
対
と

比
べ
る
と
、
人
法

・
境
行
が
削
ら
れ
、
新
た
に
境
智
と
行
位
が
加
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
十
義
門
等

の
説
明
よ
り
考
え
る
と
、

こ
れ
ら

二
対
は

『
捜
玄
記
』
以
来
説
か
れ
て
い
る
境
行
を
二
門
に
開
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
五
対
は
同
時
に
、
『
探
玄
記
』
『旨
帰
』
で

明
か
す
十
義
門
の
前
五
門
と
全
く
同
じ
で
あ
る
点

に
留
意

さ

せ

ら

れ

る
。こ

れ
を
、
法
蔵
が
整
備
体
系
化
し
た
十
義
門
の
、
前
五
門
を
そ
の
ま

ま
宗
趣
説
と
し
て
用
い
た
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
法
蔵
は
智
撮
の
説
を
承

け
て
、
『華
厳
経
』
に
基
づ
い
た
華
厳
教
学
の
理
論
的
根
拠
を
宗

趣

に

求
め
、
さ
ら
に
後

五
門
に
実
践
的
内
容
を
持

っ
綱
目
を
取
り
入
れ
て
、

(
5
)

十
義
門
説
を
組
織
し
て
行

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

智
撮
か
ら
法
蔵

へ
と
承
け
継
が
れ
て
行

っ
た
十
義
門
説
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
名
称

.
順
序
に
こ
そ
変
更
は
あ
る
が
、

そ
の
意
図
す
る
処
に

は
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
か

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
要
す
る
に
法
蔵

は
智
撮
の
基
本
的
立
場
を
忠
実
に
踏
ま
え
た
上
で
、
十
義
門
を
総
括
し

た
も
の
と
し
て
宗
趣
を
論
じ
、
そ
れ
を
基
調
と
し
て
重
々
無
尽
を
説
く

十
玄
縁
起
説
を
組
織
し
て
行

っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

1

小
林
実
玄

『
華
厳
一
乗
十
玄
門
講
讃
』

一
三
二
頁
-

一
三
九
頁

2

智
嚴
の
宗
趣
説
に
つ
い
て
は
木
村
清
孝
博
士
の

『初
期
中
国
華
厳
思
想

の
研
究
』
で
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

3

石
井
公
成

「『
一
乗
十
玄
門
』
の
諸
問
題
」
(仏
教
学
第
十
二
号
)

4

鎌
田
茂
雄
博
士
は

「中
国
華
厳
学
よ
り
み
た
法
界
義
鏡
の
特
質
」
(東

洋
文
化
研
究
所
紀
要
第
五
十
二
冊
)
の
中
で
、
こ
の
問
題
を
当
時
の
中
国

仏
教
の
現
状
よ
り
考
察
さ
れ
て
い
る
。

5

高
峯
了
州

『
華
厳
思
想
史
』
二
二
三
頁
-
二
二
四
頁

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

華
厳
、
法
蔵
、
十
義
門
説
、
宗
趣(龍

谷
大
学
大
学
院
)
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